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使用方法

表示及びボタン操作の説明

Ａ．デジタル表示

吐出時間、吐出量、生成レンジ、エラーコード

を表示します。吐出中は、残時間又は残量を表

示します。

Ｂ．Ｌ ランプ

定量吐出ボタンによる吐出中に点灯します。

Ｃ．秒 ランプ

近接センサ―による吐出中に点灯します。

Ｄ．近接センサー

手をかざすと設定した時間(秒)吐出します。

吐出中にもう一度手をかざすと停止します。

定量吐出ボタンを押しても停止します。

Ｅ．定量吐出ボタン／ランプ

押すと設定した量(Ｌ)吐出し、吐出中はランプが点滅します。

吐出中に押すと停止します。

※ チャイルドロック設定時は、ランプが消えてボタンは操作できません。

Ｆ．液補充ランプ

電解補助液切れの場合に点滅します。電解補助液を補充してください。

電解補助液を補充した後に液補充ボタンを押すと、液補充ランプが消灯します。

●近接センサーで生成するには

近接センサーに手をかざすと、吐出パイプより生成水の吐出を開始します。デジタル表示は、

残りの吐出時間（秒）が表示され、０（秒）になると自動的に停止します。

吐出中に近接センサーに再び手をかざすか、もしくは定量吐出ボタンを押すと、吐出を停止

します。

※ 手は0.5秒間動かさないで下さい。動いていると検出されません。また、非接触式センサー

ですので、センサー表面に触れたり汚さないでください。

●ボタンで生成するには

定量吐出ボタンを押すと、吐出パイプより生成水の吐出を開始します。デジタル表示は、

残りの吐出量（Ｌ）が表示され、０（Ｌ）になると自動的に停止します。

吐出中に再び定量吐出ボタンを押すと、吐出を停止します。


